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私立短期大学改革の 現状 （そ の 2）

西南女学院短期大学家政科 40年 の 歩み と展望
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　 1．　 は じめ に

　本学 は 且990 年 に開学 OO周年を迎 えた．本学の 前身で

ある 西南女学院女子 専門学 校 は，1946 年 に 九州で 3 番 目

の 女 子 専 門学 校 と して 創立 さ れ，戦後の 混迷期の 中で 勉

学意欲 に燃 え る英語科 51名 ， 生活科 92名の 第 1回 入学

生 を迎 えた．次い で 且950 年に 西南女 学院短期大 学 が 開

学 され ， 英語科 ・家政科各 80 名 の 定 員 で発 足 した．

　1922年，ク リス チ ャ ン の 婦人指導者の 育成を 目的とし

て 日本 バ プ テ ス トの ミ ッ シ ョ ン に よ っ て 高等女学校が 設

立 され て 以来 69年，戦時 下 に は ミ ッ シ ョ ン ス ク
ー

ル と

して 苦闘 ・受難の 途を歩ん だ が，短 期大学 の 開学 に よ っ

て 西 南女学 院 発展 の 時 代 を迎 え る こ とに な っ た ．現在英

語 ・家政 ・保育 ・食物栄 養の 4 科 を擁す る キ ャ ソ パ ス に

は 1，600余名の 学生が青春を謳歌 し て い る．

　2．　家政科の 沿革

　現在まで の 本学 の 発展を顕み る とき，そ こ に 果た した

家 政 科 の 役 割は 決 して 小 さ く な い．本学ua年の 歩み を

年譜 と して掲げてみ る と表 且の よ うで ある．

　1958 年に は家 政 科 に 栄養士 養成施設 の 指 定を 受 け，後

年の 食物栄養科分離独立 の 基盤 が 敷か れ た．そ の 後も常

に 他科 に 先鞭 をつ け て 定員増を 行 っ て きた こ とが 表か ら

うか が え．る．

　 しか し，1971年以降他科入学生の 比 率が上 が る こ とに

よ っ て ，本学入 学者 に 占め る家政科学生の 比率が相対的

に 漸減した こ とが 図 1に 示 され てい る．

　3．　 家 政科 の変 遷

　家政 科か ら食物栄養科が 分 離 し て 以来現在に 至 る 20

年間の 家政科の 主 な変遷に つ い て 述べ て み た い ．全 国的

に み て 短 大家政 系 へ の 入学 者 ば 1960年 代 半 ば か ら 1970
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年代半ぽ に か けて下降傾向を た ど り （図 1），相対的に

共学の 短大 や教育系， 人文科学系の 比重 が高 くな っ て き

た
＊．そ の よ うな 状況の 中で の 食物栄養科 の 分離 に よ っ

て ， 家政 科が 弱体化す る の を防ぎ， か つ 多様化す る学 生

の 要求 に 応え るた め，1971年度λ 学生か ら コ ース 制 の 導

入 を試み ，2 年次 に お い て選択科 目に よ る ク ラ ス 編成を

行 っ て，食物学あるい は被服 学い ずれ か の 領域を系統的

に 学ぺ る よ うカ リキ ュ ラ ム が 改訂 さ れ た．家 政 科   年

間 を通 じて 実習単位が最も多か っ た時期 で，必修お よ び

選択必修を 合わせ て食物 コ
ー

ス で は 12単位，被 服 コ ー
　　　　　　　　コ
ス で は 14単位が開 講 さ れ た．そ の 当時希望者 は や や 被

服 コ ース の 方に 偏 っ て お り，現在 の 被服 凋 落 の 志望 状 況

と比較す る とき，時代の 流れ を 強く感 じさせ られ る．

　 1974年 に は 食物 コ
ース で 生活科学研究 （ゼ ミナ

ー
ル ）

が 開講され，翌 年 に は 被服科学 研究 が 同様 に 開講 され た ，

ゼ ミ ナ
ール 制の 揺籃期で あ り，学生も教師も新 しい 試み

に 意欲的で ，後の ゼ ミ ナ ール 制 の 導入 に 対 し て，テ ス ト

ケ ース と して の 重要な意義を 担 っ た．

　次い で 1976年の 専攻 分離 （家政専攻
一

生活科学 コ
ー

ス ・食物科学 コ ース ，被服 専攻一衣料 科学 コ
ー

ス ・被服

デ ザ イ ン コ ース ） に よ っ て 新 しい 家政科の 発足をみ た．

多様 に か つ 急速 に変容を遂げ る社会 との 関わ りに お い て

「生活」 が 把握 され る必 要が強 く認識 され た た め で ，各

コ ース と も基礎 科 目や 実験 を重視す る カ リキ ＝ラ ム が編

成 され た．そ の 特徴 と して は講義， 実験 ， 実習を とお し

て 科学 的 ・系統的 ・総合的に 学ぶ こ とを 意図 し，従来の

花嫁 学校的 イ メ ージの 強い 実習科目は 大幅 に 整理 され て ，

代わ っ て学生 の 自発的勉学 を 期待す る と と もに教師 と学

生 の コ ミ ； ニ ケ
ー

シ ョ ソ を深め る た め に ，各 コ ース と も

必 修 の ゼ ミ ナ
ール の 充実に 力 が注が れ た ．ゼ ミナ ール 制

はか な りの 成 果 を 収め るこ とがで き， 多分に 教育効果を

あげ る こ とがで きた と自負 して い る．

　な お，衣 料 科 学 コ ース の カ リキ ュ ヲ ム は 2 級衣料管理

士 資格取得を想定 して 編成された もので あ っ た が ， 地域

的 に み て卒菜後の 受皿 の 見通 しが暗 い た め，認定申請 に

は至 らなか っ た．しか も意 に 反 し て 衣料科学 コ ース の 志

（287）

＊
日本 教 育 年 鑑 刊 行 委員 会編 ： 日 本教育 年 鑑 1980年

　版 ， ぎ ょ 5せ い ，東 京，87 （1979）
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表 1．西 南女学院短期大学年譜

年．月 事 項

1950 ．　 3

1958．　 4

L960．　 41965

．　 4

1971．　 4

1976．　 4

1987．　 4

西 南 女 学 院 短 期 大学 設 立

英 語科 80 名，家 政 科 80 名

家 政科 に 栄養 士 養成 施 設 の 指定 を 受 く，
保 育 科 増 設 50名

家 政 科 定 員 増 120名

英 語科 100名，家 政科 200 名

保 育 科 80 名 に 定 員増

食物 栄 養 科 増 設 120名

家 政 科 専 攻 分離

家政専攻 100名 ， 被服専 攻 100名

英 語 科 200 名，保育科 150 名に 定 質 増

英語科 250 名に 定 員 増 （1996年 ま で ）

い る．以 上 の 流 れ の 中 で 実験
・
実 習系学 科 と して 密 度 の

高 い 教育を行 うため ， 科の 姿勢 として 入学者の 受け入れ

に 際 し，定 員を 厳 守 して きた こ とを付記し てお き たい ．

ま た，ク ラス 担任は 少な くと も年 2 回 の 個人面談を 行 っ

て，きめ 細か な生活指導に も取 り組 ん で い る．
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図 1．短期大学入学者 tc占め る家政系学生の 年次推移

　　　　（講 警年罌
59i

，lll7雛，、99。年版 、 ，）
　　 全 国 ： 学 科 系 統 分 類 表 に よ る 家 政 系 を 示 す ．

　　 本 学 ： 家 政 科の み を 示 す，

願者が 他の コ
ース に 比 ぺ て少な く，第 2志望の 合格者を

受け入 れ る よ うに な っ た 結果，入 学 後 の 勉学 意欲に 欠け

る雰囲気を醸成す る こ とに な り， 4 コ ース 制 に 頓挫をき

た した，

　！981 年に は 被服 専攻で コ
ース が は ず さ れ ， 1985年か

らは家 政専攻 で も コ
ー

ス が はずされ た．こ の 経緯の 中で

依然 ゼ ミナ
ー

ル を重視 し つ つ ，ゼ ミ との 抱 き合せ 科 目の

設定 に よ っ て 専門性が 深め られ る よ う配慮 し，また 心 身

共 に健全な ， 生活を 総合 的 に とらえ る こ との で きる 「生

活者」 の 育成 に は，実習科 目をゆ るが せ に すぺ きで は な

い とい う認識が新た に され て，実習科 目が必修 と して再

び 全学生 に 課され るに 至 っ た ．また ゼ ミナ
ール も調査 ・

実験を主 と した もの か ら実 習に もそ の 対象を広げて きて
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　4． 新 しい 家政科に 向けて

　学習指導要領が 改定 さ れ て，中学校が 1993年 よ り，

高等学校が 1994年 よ り完全 実施 され る こ と に な っ た．

中学校の 技術 ・家庭で は 厂木材加工 1，「電気」，「家庭生

活」，「食物」 が男女必修とな り，従来中 学校家庭科で 大

きな比重を占め て い た 「被服」 は 大き く後退 した．ま た，

高等学校 で は 「家庭
一

般」 に 「生活技術」，「生活
一般 」

を加 えた 3 科 目の うち か ら 1 科 目が 男 女必 修 と な っ た．
一

方，福 岡県で は 情報化 ・
国際化 社会 に 対応 して 公立 高

校 で 家政科，被服科等職業関係 で 大幅な 学科 の 再編成 が

実施されて お り，い よい よ家政科の 在 り方が問わ れ る社

会情勢に な っ て きた ．

　新 しい 時代に 向け て の 家政科として，本学で も 1986年

に 科名変更 を 伴 っ た 将来構想が起案された ．生活科学科

の 名称 で 食べ る，着 る，育て る，老 い る の 視点か ら必 修

科 目を編成 し，専攻を廃止 して 新 し く 4 コ ース 制が 考 え

られた が，生活科学科 に 対す る文部省の 制約 とわ れ わ れ

の 意図 し た科目の 内容 に ズ レ が あ り，計 画 は 中断 され た．

1989年 に は 生活学科 と して新 た な構想で 生活科学，健康

学，生活文化，被服文化の 4 コ
ー

ス 制 が再 び起案された

が ， 学内で の 理解が得られ ず．また して も機を逸 した．

　伝統の 重 み ゆ え に ，改変 に 際 して さ ま ざまな困 難が感

じ られ る が，地域 に 密着 し た 品格あ る短大を 目指 し て，

家政科の 将来像 を確立 す る こ とが い ま急務の 課 題で あ る．

5． お わ りに

　本学家政 科 は 家庭生 活 を 中心 とした 生活 の 学 を，科学

と文化の 視点 か ら教育 ・研究 し，家庭人 また は社会人と

して
“

自立 して 生 きる
”
道を見 い だ して い く人を 育成す

る こ とを 目標 と して い る．あ わせ て 中学校教諭二 種免許

（家庭） お よ び ワープ ロ ，秘書，ビ ジ ネ ス 文書技能倹定

な ど家政科 の 本質を 損わ な い 範囲 で 資格取得 が で きる よ

う， 実 務教 育 も行 っ て い る．

　 し か し，新 しい 家政科を 目指 し，家政 科 の 目標 とす る

カ リキ ュ ラ ム を 実施す る うえ で ， 意欲 に あふ れ高い 見識

を 備え た適格 な教員の 必要性 を痛感させ られ る。家政学

を 実学 と して理 解 し， 次代を 担 う女 子教育に 情熱を抱 く

研究者が 多く育 っ て くれ る こ とを切望 して い る．
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